








































































   平成 30 年度 全国学力・学習状況調査 解説資料について 





















































































＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
          「○」…問題の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
                      
＜類型番号＞ 類型１～38（最大）･･･ 正答・予想される誤答 
（複数の類型が正答となる問題もある） 
 類型 99 ･･･ 「上記以外の解答」 
（類型１～38 までに含まれない解答） 























































































「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」






   著作物からの出題の場合に，出
典及び著作権者等について示して
います。 



































































































場面で活用 実生活や 見方や考 数と式 α1(3)理想化，単純化すること













る力 算数・数 数量や図 β2(2)結果を改善すること











































































































































































































































































a＝３， b＝－４のときの式  a－２b  の値を
求める











































５x －２ y ＝ １０























































































































































一次関数 y＝２x＋７ について，x の値が１
から４まで増加したときの y の増加量を求め
る






































































































































































































































































































































































































問題番号 解 答 類 型 正答


















































問題番号 解 答 類 型 正答




















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

















問題番号 解 答 類 型 正答





























問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ１(3) ２×（－３）２ を計算する 88.7％ P.16～ P.19 P.141，P.144























問題番号 解 答 類 型 正答
１ (4) １ ア と解答しているもの。（（－３）＋（－７））



















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ１(2)
正の数と負の数で表した２つの市の最低気
































































問題番号 解 答 類 型 正答









































問題番号 解 答 類 型 正答












○ 【解答類型２】は，６a２b÷３a を ６a２b÷３ と計算したと考えられる。
○ 【解答類型３】は，６a２b÷３a を（６a２b÷３）× a と計算したと考えられる。
○ 【解答類型４】は，６a２b÷３a を aの次数について誤って計算したと考えられる。
（参考）
○関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書



















問題番号 解 答 類 型 正答

















○ 【解答類型１】は，a－２b の式の aに３， bに－４を代入して計算し，式の値を正しく
求めることができている。
○ 【解答類型２】は，a－２b の式の aに３， bに－４を代入する際に，bに４を代入して
計算し，式の値を求めたと考えられる。
○ 【解答類型３】は，a－２b の式の aを３， bを－４に置き換えて，３－２－４ の計算
結果を式の値としたと考えられる。





問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ２(2)
a＝５，b＝－４ のときの式 ３a＋５b の
83.8％ P.20～ P.23 P.146，P.148
値を求める
H20Ａ２(2)
a ＝４，b ＝－３ のときの式 ab の値を
71.7％ P.20～ P.24 P.198，P.200
求める
H22Ａ２(3) x＝３ のときの式 の値を求める 90.9％ P.19～ P.23 P.182，P.186
H24Ａ２(2) x＝３ のときの式 －x２ の値を求める 68.2％
P.19～ P.22， P.216，
P.24 P.218～ P.219
























問題番号 解 答 類 型 正答
２ (4)
１ と解答しているもの。 ◎













































○ 【解答類型２】は，等式 を ２S＝ ah と変形した後で，左辺から hをひき，
右辺を hでわったと考えられる。
○ 【解答類型３】は，等式 を ２S＝ ah と変形した後で，左辺に hをかけ，右
辺を hでわったと考えられる。
○ 【解答類型４】は，等式 の左辺に をかけ，右辺に をかけたと考えられ
る。
○ 【解答類型５】は，等式 の Sと aを入れかえたと考えられる。
○ 【解答類型６】は，等式 の左辺から hをひき，右辺に hをかけた考えられる。




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ２(4) 等式 ２x＋３y＝９ を yについて解く 57.1％ P.20～ P.23
P.146，
P.150～ P.151
H20Ａ２(4) 等式 x＋２y＝６ を yについて解く 55.0％ P.20～ P.24
P.198，
P.202～ P.203
H22Ａ２(5) 等式 ２x＋ y＝５ を yについて解く 73.7％ P.19～ P.23 P.182，P.189
H23Ａ２(4) 等式 ３x＋ y＝７ を yについて解く 未実施 P.19～ P.23 未実施
H27Ａ２(3) 等式 ２x－ y＝５ を yについて解く 65.0％
P.21～ P.22， P.30～ P.31，
P.26，P.28 P.35～ P.36
H28Ａ２(4) 等式 S＝ ah を hについて解く 68.7％
P.21～ P.22， P.31，
P.26～ P.28 P.37～ P.38
H29Ａ２(4) 等式 x＋４y＝１ を yについて解く 57.0％
P.21～ P.22， P.34，


























































問題番号 解 答 類 型 正答























問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(1)
一元一次方程式 ７x＝５x＋６ を解くと











二元一次方程式 ２x＋３y＝９ を yにつ
P.19， P.29，
H25Ａ２(4) いて解く際に用いられている等式の性質 74.6％


























問題番号 解 答 類 型 正答



























○ 【解答類型１】は，比例式 x：２０＝３：４ の x の値を正しく求めることができている。
○ 【解答類型２】は，比例式 x：２０＝３：４ を ３x＝４×２０ と変形し，xの値を求め
たと考えられる。
○ 【解答類型３】は，比例式 x：２０＝３：４ を ２０x＝３×４ と変形し，xの値を求め
たと考えられる。
○ 【解答類型４】は，比例式 x：２０＝３：４ の右辺について，３から４に１増加してい




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書













問題番号 解 答 類 型 正答

































○ 【解答類型１】は，連立二元一次方程式の xと yの値を正しく求めることができている。
○ 【解答類型２】は，x の値を正しく求めることができたが，y の値を正しく求めることが
できなかったと考えられる。
○ 【解答類型３】は，y の値を正しく求めることができたが，x の値を正しく求めることが
できなかったと考えられる。
○ 【解答類型４】は，連立二元一次方程式の x と y の値を求める際に，x と y を混同した
と考えられる。
○ 【解答類型５】は，５x－２y＝１０ と ３x－２y＝２ について，加減法を用いて yを
消去する際に，左辺どうしをひいて２x，右辺どうしをたして１２とし，２x＝１２ と変形
して xの値を求めたと考えられる。
○ 【解答類型６】は，５x－２y＝１０ と ３x－２y＝２ について，加減法を用いて，左





問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
５x＋７y＝３
H19Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 72.7％ P.24～ P.27 P.152，P.156
２x＋３y＝１
y＝３x－１
H20Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 77.4％ P.25～ P.29 P.206，P.211
３x＋２y＝１６
２x－３y＝１
H21Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 73.5％ P.25～ P.29 P.239，P.246
３x＋２y＝８
３x＋２y＝９ P.190～ P.191，
H22Ａ３(3) 連立二元一次方程式 を解く 79.6％ P.24～ P.28
x＋ y＝４ P.195
y＝２x－１
H23Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 未実施 P.25～ P.29 未実施
y＝ x＋３
a＋ b＝８ P.26～ P.29， P.223～ P.224，
H24Ａ３(2) 連立二元一次方程式 を解く 81.7％
２a＋ b＝１１ P.31 P.226～ P.227
y＝３x－２ P.27～ P.28， P.35～ P.36，
H26Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 68.0％
y＝２x＋３ P.35～ P.37 P.44～ P.45
４x＋２y＝５ P.29，P.34， P.38，
H27Ａ３(4) 連立二元一次方程式 を解く 57.9％
x＋ y＝２ P.36 P.45～ P.46
x＋ y＝５ P.30～ P.31, P.44，























































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ３(3) 数量の関係を連立二元一次方程式で表す 71.2％ P.24～ P.27
P.152，
P.154～ P.155

































































問題番号 解 答 類 型 正答






















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書














問題番号 解 答 類 型 正答
４ (2) １ ア と解答しているもの。（頂点Ａを通り辺ＢＣに垂直な直線）
２ イ と解答しているもの。（頂点Ａと辺ＢＣの中点を通る直線）
３ ウ と解答しているもの。（辺ＢＣの垂直二等分線）










問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書


























































































































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ５(1)①
直方体において，与えられた面に垂直
































問題番号 解 答 類 型 正答














問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書




























問題番号 解 答 類 型 正答
５ (3) １ ア と解答しているもの。
２ イ と解答しているもの。













問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H25Ａ５(2)
与えられた見取図から，その立体の投影図
















問題番号 解 答 類 型 正答
５ (4) １ ア と解答しているもの。（ ）
２ イ と解答しているもの。（ ） ◎
３ ウ と解答しているもの。（ ）
４ エ と解答しているもの。（ ）
















































P.46～ P.47， P.53～ P.54，











































問題番号 解 答 類 型 正答
６ (1) １ ア と解答しているもの。（∠ b＋∠ c ） ◎
２ イ と解答しているもの。（∠ b－∠ c ）
３ ウ と解答しているもの。（１８０°－∠ b ）
４ エ と解答しているもの。（１８０°－（∠ b＋∠ c ））

















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書













問題番号 解 答 類 型 正答
６ (2) １ ア と解答しているもの。（図１より図２の方が小さくなる。）

















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
五角形の１つの頂点を動かし，角の大きさ
P.214，




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H23Ａ６(2)
五角形の内角の和と六角形の内角の和につ
































問題番号 解 答 類 型 正答
７ (1) １ ア と解答しているもの。（ＡＢ＝ＤＥ，ＡＣ＝ＤＦ）
２ イ と解答しているもの。（ＢＣ＝ＥＦ，ＡＣ＝ＤＦ）



















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書













問題番号 解 答 類 型 正答


































問題番号 解 答 類 型 正答
























問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H21Ａ８
三角形の内角の和が１８０°であることの証








26.4％ P.60～ P.61 P.70～ P.72
記述を選ぶ


























































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書




H22Ａ10(1) について，正しい記述を選ぶ 51.0％ P.51～ P.53 P.236～ P.239
H24Ａ９(1)
yが xに比例し，比例定数が３のとき，x，y


















問題番号 解 答 類 型 正答
９ (2) １ １≦ y≦２ と解答しているもの。 ◎
２ ２≦ y≦１ と解答しているもの。
３ ３≦ y≦６ と解答しているもの。
４ ９≦ y≦１８ と解答しているもの。
５ １≦ y≦□ と解答しているもの。（□は２以外の数，または無解答）




与えられた x の変域の端点の x 座標３に対応する y 座標１，x 座標６に対応する y 座標




○ 【解答類型１】は，与えられた比例のグラフから，x の変域に対応する y の変域を求め
ることができている。




○ 【解答類型４】は，与えられた比例のグラフから式を y＝３x と読み取り，３≦ x≦６
に対応する yの変域を求めたと考えられる。




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H20Ａ10
比例のグラフ上に，x の変域に対応する部

























問題番号 解 答 類 型 正答
９ (3) １ ア と解答しているもの。
２ イ と解答しているもの。






































































○ 【解答類型３】は，y 座標は捉えることができているが，x 座標を正の数として捉えたと
考えられる。
○ 【解答類型４】は，x 座標は捉えることができているが，y 座標を負の数として捉えたと
考えられる。
○ 【解答類型５】は，x 座標を正の数として捉え，y 座標を負の数として捉えたと考えられ
る。
○ 【解答類型６】は，座標を直線と捉えていると考えられる。




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H21Ａ９(2) （２，３）の位置を座標平面上に示す 77.7％ P.46～ P.49
P.270，
P.272～ P.273







設問(1)は，一次関数 y＝ ax＋ b について，xの値の増加に伴う yの増加量を求める問題
であり，「比例の式について，xの値の増加に伴う yの増加量を求めること」について課題が
みられた（平成28年度【中学校】数学Ａ９(2)（正答率40.3％））ことから出題した。
設問(2)は，一次関数 y＝ ax＋ b において，aと bの値とグラフとの対応からグラフの特
徴を理解しているかどうかをみる問題である。a や b の値からグラフの特徴を判断することは，

















問題番号 解 答 類 型 正答











○ 【解答類型１】は，一次関数 y ＝２x ＋７ について，x の値の増加に伴う y の増加量を
求めることができている。
○ 【解答類型２】は，y の増加量と y ＝２x ＋７ における２を混同していると考えられる。
○ 【解答類型３】は，xの増加量を求めたと考えられる。
○ 【解答類型４】は，yの増加量を，x＝１ のときの yの値と捉えたと考えられる。
○ 【解答類型５】は，yの増加量を，x＝４ のときの yの値と捉えたと考えられる。










まで増加したときの yの増加量を求める P.68 P.76～ P.77
設問(２)
趣旨












問題番号 解 答 類 型 正答












○ 【解答類型１】は，一次関数 y＝－２x＋６ のグラフについて，xの係数が負の数であ
るが右上がりの直線になると捉え，定数項が正の数であることから y 軸との交点の y 座標
は正の数であると捉えていると考えられる。
○ 【解答類型２】は，一次関数 y＝－２x＋６ のグラフについて，xの係数が負の数であ
るが右上がりの直線になると捉え，定数項が正の数であるが y 軸との交点の y 座標は負の
数であると捉えていると考えられる。
○ 【解答類型３】は，一次関数 y＝－２x＋６ のグラフと比例 y＝－２x のグラフを混同
していると考えられる。
○ 【解答類型４】は，一次関数 y＝－２x＋６ のグラフについて，xの係数が負の数であ
ることから右下がりの直線になると捉え，定数項が正の数であるが y 軸との交点の y 座標
は負の数であると捉えていると考えられる。




問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H19Ａ11(2) 一次関数 y＝－３x＋２ のグラフを選ぶ 60.4％ P.48～ P.50 P.180，P.182
H26Ａ11(2) 一次関数 y＝３x－４ のグラフを選ぶ 75.5％
P.74， P.80，
P.76～ P.77 P.82～ P.83















































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
H22Ａ12
水槽に水を入れ始めてからの時間と水の量
49.9％ P.58～ P.59 P.249～ P.253
の関係について，正しい記述を選ぶ





















問題番号 解 答 類 型 正答
13 １ ア と解答しているもの。（点Ａである。）












○ 【解答類型３】は，連立二元一次方程式の解を座標とする点は，②のグラフと x 軸の交
点であると捉えたと考えられる。














































問題番号 解 答 類 型 正答


























問題番号 解 答 類 型 正答




















P.82～ P.83 P.89～ P.91
を選ぶ



























問題番号 解 答 類 型 正答
15 (1) １ ア と解答しているもの。（相対度数は１に近づく。）




















































































問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
赤玉３個，白玉２個の中から玉を１個取り









未実施 P.65～ P.68 未実施
表の出る確率を求める
数字の書かれた３枚のカードから２枚の P.283，






































































































問題番号 解 答 類 型 正答







































































































































例２ 確率は より の方が大きいから，全校の回答用紙をくじにする場
合よりも１年生の回答用紙だけをくじにする場合の方がＦが選ばれやす
い。







例２ 確率は より の方が大きいから。























































































































問題番号 解 答 類 型 正答
























































































して，計算した式 ４n－１２ を ４（n－３）と変形した上で，「n－３ は整数である」こ
とを記述しているが，「４（n－３）は４の倍数である」ことを記述していない。
○ 【解答類型３】は，計算結果がいつでも４の倍数であることを説明するために，根拠と
して，計算した式 ４n－１２ を ４（n－３）と変形した上で，「n－３ は整数である」こ
とを記述していないが，「４（n－３）は４の倍数である」ことを記述している。
○ 【解答類型４】は，根拠とそれによって成り立つ事柄を記述していないが，計算結果は
いつでも４の倍数であることを説明するために，計算した式 ４n－１２ を ４（n－３）と
変形している。
○ 【解答類型５】は，計算結果がいつでも４の倍数であることを説明するために，計算し
































問題番号 解 答 類 型 正答
２ (3) １ アを選択し，４，２ のいずれかを解答しているもの。 ◎















































問題番号 解 答 類 型 正答


























問題番号 解 答 類 型 正答
３ (2) １ ①に ２ と解答し，②に ４ と解答しているもの。 ◎
２ 上記１以外で，①に ２ と解答しているもの。
３ 上記１以外で，②に ４ と解答しているもの。
４ ①に ４ と解答し，②に ２ と解答しているもの。
５ 上記４以外で，①に ４ と解答しているもの。
６ 上記４以外で，②に ２ と解答しているもの。
７ ①，②のいずれかに，２ と ４ の両方を解答しているもの。








































例１ 列車アと列車エの２つのグラフについて，y の値が６のときの x の値の差を
求める。(解答類型１)
例２ 列車アと列車エの２つのグラフについて，y 座標が６のときの２点間の x 軸
方向の距離を読む。(解答類型４)
(a)，(b)について記述しているもの。
１ 例１ 列車アと列車エのグラフの yの値が６のときの xの値の差を求める。 ◎
例２ ２つのグラフの yの値が６のときの xの値の差を求める。
(a)について，yを用いた記述がなく，(b)について記述しているもの。








































































































問題番号 解 答 類 型 正答





























問題番号 解 答 類 型 正答
４ (2)
１




























































































































問題番号 解 答 類 型 正答






















































































































































○ 【解答類型６】は，イを選択し，団体料金の１０人分の９a や通常料金の a に着目して記
述しているが，計算過程で a が消去されることや計算結果に a が含まれていないことにつ
いて着目して記述していない。
○ 【解答類型７】は，イを選択し，選択肢イに当たる事柄について記述しているが，計算結




















※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等












































※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等















※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

















































































































































































































































































































※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等





































































































































































































































































（１）  問題文などの記述及びレイアウト等について 
必要に応じて，文章や図表等の記述を変更したり，提示する順序を入れ替えたり，
ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 
（２）  図やグラフの提示の仕方について 
提示する情報の精選を行った上で，表などに置換したり，必要かつ可能なものは
点図（点を用いて示した図）で示したりするなど，提示方法の変更・調整を行う。 

































































































































問題番号 解  答  類  型 正答
４ ３． 
 
１ Ｇと解答しているもの ◎ 
２ Ｆと解答しているもの  
３ －（該当なし）  
４ Ｅと解答しているもの  
５ －（該当なし）  
６ －（該当なし）  
７ －（該当なし）  
99 上記以外の解答  
























問題番号 解  答  類  型 正答
10  １ Ａと解答しているもの ◎ 
２ Ｄと解答しているもの  
３ Ｅと解答しているもの  
４ Ｂと解答しているもの  
５ Ｃと解答しているもの  
６ －（該当なし）  
７ －（該当なし）  
99 上記以外の解答  

























































































































































































【拡大文字問題（抜粋）】 Ｂ３      
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